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　　　　い ち ょ う  

銀 杏 の 木 に 願 い を 込 め て  

～ ウェルビーイングの実現に向けて ～   
  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 校　長　　小　峯　三　朗  
  

校庭の一角に，仲良く並んで立つ２本の銀杏の木があり  
ます。これまで特に話題になることはありませんでしたが，  
葉が生い茂る季節になると，枝葉が重なり合い，校長室か  
ら見ると，まるでハートの形のように見えました。  

   
　その姿を目にしたとき，この銀杏の木を本校の「シンボ  
ルツリー」として位置づけたい。そして，「思いやりあふ  
れる真心の学校」という「シンボルツリー」からイメージ   
できるキャッチフレーズを掲げ，この木々のように，大き  
な心（ハート）で人と人とが思いやりの心でつながってい  
く——そんな学校を，子どもたちとともに，私たち自身の   
手で育てていきたいと考えました。  
  
　学校は，子どもたちが安心して学び，職員がいきいきと  
働き，保護者や地域の皆様が温かく関われる場所であるべ  
きです。人と人とのつながりの中で，互いを認め合い，支  
え合う関係が育まれることで，子どもたちの心も豊かに育  
っていきます。                                            
                             
　この想いは，近年注目されている「ウェルビーイング（Well-being）」の考え方にも通  
じます。ウェルビーイングとは，身体的・精神的・社会的に“よい状態”であることを意  
味します。学校を中心に，子ども，職員，家庭，地域へとその輪が広がり，誰もが心地よ   
く過ごせる環境が育まれていくことが大切です。  

  
　銀杏の木のように，しっかりと根を張り，優しく枝を伸ばしながら，真心でつながる学  
校を，皆様とともに育てていきましょう。これからも，子どもたちの自信に満ちた笑顔(ド  
ヤ顔)があふれ，思いやりの心がつながっていく学び舎であり続けられるよう，どうぞご  
支援・ご協力をよろしくお願いいたします。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

キラリ輝く安楽っ子！　 ～ふれあいボランティア活動事業～ 

　２学期から，子どもがボランティア活動や地域活動を行った時に，「ふれあいボランテ
ィア活動」に押印をもらい，ポイントをためていく活動を始めました。人の役に立つこ
との意義を実感させ，自ら｢気付き･考え･実行できる」よう見届けていきます。

 ○　カスタマーハラスメント対応指針 

　志布志市教育委員会より「学校におけるカスタマーハラスメントへの対
応に関する指針」が市のホームページで公表されました。この指針は保護
者及び地域社会との協力関係を築き，教職員が安心して教育に携わり，子供
たちと深い愛情をもって関わり続けていくことを目的とされています。 

　詳細については，本校ホームページからも閲覧できますのでご覧ください。

【校長室から見た銀杏の木】
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《ミシンを使って，上手に縫えました。 《運動会を盛り上げよう！  
～６年生家庭科の授業～》 ～応援団結団式～》  

　 ２学期に入り，家庭科でミシンを使ってナップサック  　10月２６日（日）に第７９回安楽小運動 　
作りをしている６年生。ミシンのお手伝いに地域の方 会が開催されます。  
々がお手伝いに来てくださいました。 　 その運動会を盛り上げてくれる応援団の   
　 ５年生の時にもミシンを使った経験はありますが， 団結式がありました。  

久しぶりに使うと，少し緊張したようす。でも，地域の 　 今年の応援団，赤組は，団長，６年１組・ 　
方々の手助けのおかげで，上手にミシンを使うことが 國生芹那さん，副団長，６年１組・加治木優 　  
できました。 之介さん。白組は，団長，６年２組・勇まほさ  

　 地域の方々は，１学期も５年生の家庭科にお手伝 ん，副団長，大廻結馬さん。この４人を中心 　  
いに来てくださいました。地域の方々とふれ合う機会 に応援も頑張ります。 
にもなり，子供たちも，とても楽しく学習できたようで 　 現在，体育の時間や朝の時間を使って，
す。今回も，うまくいかないところを丁寧に教えてもら 競技の練習に一生懸命取り組んでいる子
い，素敵なナップサックを作ることができました。困っ 供たち。練習の成果を発揮しようという意気
たときは，いつでも応援にかけつけてくれる地域の方 込みが感じられます。子供たちの頑張りを
々。いつもありがとうございます。 ぜひご覧ください。 

　

《安楽小におじゃったもんせ！～地域が育む「かごしまの教育」県民週間～》 
　 鹿児島県では，たくさんの方々に学校開放等の行事に参
加していただき，これからの「かごしまの教育」について考え
ていただく機会として，毎年１１月１日～７日の期間を，「地域
が育む『かごしまの教育』県民週間」としています。 
　 本校では，この期間，自由参観のほか，下記の行事を計画
しています。多くの方々に子供たちの頑張る姿を見ていただ
きたいと思っております。ぜひお越しください。 
 
期　 日：１１月１日（土）～７日（金）※土日祝日を除く 
 
県民週間の行事 
（１）　 自由参観：１１月４日（火）～７日（金） 
（２）　 老人クラブとの交流活動：１１月４日（火）２・３校時 
（３）　 福祉体験：１１月５日（水）３・４校時 
 
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※　 お越しの際は，安楽公民館の駐
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  車場をご利用ください。


